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中讃消防指令センター消防指令システム構築業務に係る公募型プロポーザル評価基準表 

提案項目（評価項目） 評価主旨 配点 

 消防指令システムについて 

➀ システムの納入実績 
当指令センターの消防システム構築をお願いするうえでの背景として客観的に評価します。 
・四国管内での納入実績（直近10年間の高機能指令システムⅡ型規模の構築数）について 
（様式第6号） 

１０ 

➁ 施工体制について 

安全・確実な施工体制が提案されているか評価します。 
・構築実績のある技術者が配置されているか 
・施工の確実性を高める為の提案がなされているか 
（様式第７・８・９号） 

１０ 

➂ 
指令センターの迅速性・確実

性・効率性について 

指令センターの主業務である119番通報受付から出動指令までの作業について迅速性・確実
性・効率性を資する機能について評価します。 
（様式第11号参照） 

２０ 

➃ 
消防力向上を実現する迅速
な災害地点の選定手法につ
いて 

迅速な出動指令を発出する為の、災害地点検索方法について評価します。 
・従来システムよりも迅速かつ効果的に災害地点を検索・決定することができる 

２０ 

➄ 共同運用、広域化について 
共同運用、広域化を見据えた場合における問題点及び課題に対する解決策や各消防本部の連
携協力を実現するための機能について評価します。 

２０ 

➅ 
大規模災害時の対応力向上
を図る手法について 

大規模災害時の対応を鑑みた提案を評価します。 
・短時間で多数の119番受付対応等 

２０ 

➆ 
大規模災害時の指揮統制能
力向上を図る手法について 

大規模災害時の対応を鑑みた指揮統制対応についての提案を評価します。 ２０ 

➇ 
主要システムの運用継続性
について 

指令システム中枢装置に重障害が発生した際のバックアップ対策について評価します。 ２０ 

➈ 
指令センターと現場の連携
強化について 

指揮隊が持つタブレット端末等を使用し指令センター及び現場との相互における情報連携
を強化する機能について評価します。 

２０ 

⑩ 
大型中枢装置の省スペース
化と冗長性について 

本事業で納入する機器について、指令室・機械室内で省スペース化と冗長性が図られた提案
になっているか評価します。 

１０ 

⑪ 
システムの拡張性及び変更
への対応について 

システムの拡張性及び変更への対応について提案を求める。 
（緊急防災減災事業債活用における国が定める指令システムの標準化） 

２０ 

⑫ 
構築におけるスケジュール
及び現行指令システムから
の移行について 

指令システム更新に伴う運用制限を軽減するための工夫があり、構築スケジュールの短縮に

係る提案について評価します。 

各本部・署所・車両についての新指令システムに移行する手順を含め、安全・確実・円滑に

移行する手順が詳細に示されているかについて評価します。 

本システムの構築を行うにあたり実施する協議、打ち合わせにおける認識の齟齬を防止する

ため手法を示すこと。 

２０ 

⑬ 
職員向け操作研修、操作習熟

について 

職員向け操作研修（スケジュール及び運用開始後のサポート体制）、操作習熟についての提案

を評価する。 
１０ 
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⑭ 
現行システムからのデータ

移行について 

既設指令システム等（消防 OA 含）からの安全なデータ移行について作業手順及び実施内容

について評価します。 
２０ 

⑮ 
その他消防本部に有益な提
案について 

指令センター設備更新後のシステム運用を見据え、上記以外の付加価値提案について評価し
ます。 

２０ 

 消防救急デジタル無線について 

⑯ 
消防力向上を実現する無線
設備について 

緊急防災減災事業債活用における機能強化の観点から、最新技術が用いられた提案となって
いるか評価します。 
・省スペース化・冗長性の担保、共通I/Fの実装等・送受信機能向上等 

２０ 

⑰ 
主要システムの運用継続性
について 

無線システムの中枢装置に重障害が発生した際の、運用継続に係るBCP対策について評価し
ます。 

２０ 

⑱ 
その他消防本部に有益な 
提案について 

デジタル無線設備更新後のシステム運用を見据え、上記以外の付加価値について独自の提案
がなされているか評価します。 

２０ 

 保守維持管理について 

⑲ 
システムの機器に関する低
廉化について 

指令システムと消防救急デジタル無線を継続的に使用するうえで、長期的な費用軽減及び低
廉化する考え方について評価します。 

２０ 

⑳ 
導入後の保守管理について
の基本的な考え方について 

高機能消防指令システム・消防救急デジタル無線の維持管理ついて評価します。 
・定期保守点検の取組及び、保守サポート体制 
・システムの安定稼働と障害時の迅速な対応 

２０ 

㉑ 維持管理費用について 

本システムの運用保守費用を軽減するための対策についての提案を評価します。 
運用開始から10年間に必要な下記費用について、参考見積として提示すること。 
・新指令システムの保守費用、新消防救急デジタル無線の保守費用、有償交換部品の費用、
中間更新にかかる費用 
 
保守に係る全ての費用 

価格点の配点（２０点）×参加事業者の中の最低提案価格 
                  事業者の提案価格 

２０ 

 コストについて 

㉒ 構築費用について 

本システム構築に係る全ての費用 
価格点の配点（７０点）×参加事業者の中の最低提案価格 

                  事業者の提案価格 
７０ 

配点総合計（①～㉒） ４５０ 

 


